
学校の沿革 
明治６年 龍渓院を仮校舎とし矢筈学舎開校（八幡野学舎分校）第１学区30番中学区と

称して創立。 

〃 16年 初代校舎（茅葺き）完成。「賀茂郡池村公立小学校池学舎」 

〃 22年 対島村が発足し対島尋常小学校第2分教室となる。 

〃 25年 独立して対島村立池尋常小学校となる。 

〃 33年 義務教育が4年となり希望者は八幡野小高等科に通った。 

〃 41年 義務教育4年間が6年間となり池は2学級編成となる。 

大正４年 農業補修校開設し同居した。校地を拡張し運動場ができる。 

〃 ８年 第２代目校舎完成。（現池幼稚園の場所で瓦葺きの建物は池では初めて） 

〃 13年 非公式に高等科を設置し池尋常高等小学校を名乗る。 

昭和５年 昼間補修学校（非公式の高等科）を4年度末で閉鎖する。 

〃 16年 対島村立池国民学校となる。 

〃 20年 4学級編成となる。 

〃 22年 対島村立池小学校と改称。（義務教育9年間となり対島中学校が開校した） 

〃 29年 池幼稚園開園。 

〃 30年 対島村が伊東市に合併し、伊東市立池小学校となる。 

〃 31年 第3代目校舎（木造瓦葺き、前校舎落成） 

〃 32年 6学級編成となる。 

〃 34年 給食室が完成、完全給食となる。池幼稚園（現高砂会館）完成。 

〃 35年 プール完成。 

〃 40年 （大室山登山リフト完成） 

〃 45年 伊東市指定研究発表会が開かれる。 

〃 46年 トイレが水洗化される。 

〃 47年 玄関改修。養護教諭が初めて配置される。 

〃 51年 伊東市指定研究発表会が開かれる。 

〃 52年 新校舎用地取得。池小学校校歌制定。 

〃 55年 体育館完成（現校地） 

〃 56年 プール濾過装置が設置される。 

〃 58年 伊東市指定研究発表会が開かれる。 

〃  59年 新校舎完成、落成式を実施。 

〃 61年 運動場フェンス完成。 

〃 62年 校門前庭整備、仮植樹木花壇に定植。 

〃 63年 プール内装修理。 

平成元年 プールオーバーフロー面塗装。 

〃 ２年 伊東市指定研究発表会が開かれる。 

〃 ３年 運動場整備。プールサイド塗装。フェンス改修。 

〃 ５年 児童用コンピュータ機器10台設置。 

〃 ７年 防災無線機設置。 

 



平成９年 伊東市指定研究発表会が開かれる。 

〃 10年 10年～12年度、県福祉教育実践校に指定される。 

〃 13年 敷地内にプール完成。 

〃 16年 伊東市指定研究発表会が開かれる。 

〃  18年 体育館玄関屋根改修、非常階段改修・塗装。 

〃  19年 学校保健の普及向上の取り組み、文部科学大臣表彰。 

〃  20年 図書室パソコン児童用５台、教師用1台導入。 

〃  21年 平成21･22年度文部科学省「外国語活動」の研究指定される。 

〃  22年 玄関屋根、ランチルーム屋根塗装工事。 

〃  24年 体育館耐震工事。キャリア教育並びに食育の取り組みで文部科学大臣表彰。 

〃  25年 教師用パソコンＬＡＮ接続。児童用パソコン機器14台新設。 

〃  26年 校舎・体育館の放送設備を改修。 

〃  27年 非常階段修理。 

〃 28年 トイレ改修工事。プール床塗装。 

〃 29年 屋上防水工事。昇降口雨樋修理。 

〃 30年 ワークラウンジ網戸設置。外トイレ雨よけ設置。 

令和元年 普通教室、世界と友だちルームにエアコン設置。伊東市指定研究発表会が開

かれる。 

〃 ２年 普通教室に電子黒板を設置。 

〃 ３年 ＧＩＧＡスクール構想において一人１台端末が本格的に導入される。 

〃 ４年 体育館照明工事。防犯カメラ設置。 

〃 ５年 創立150年を迎え記念式典を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


